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東
京
美
術
學
校
近
事
〔
六
ー
五
。

M
•

四

一
・

ニ
・

ニ
六
〕

0
数
授
新
任
本
校
雇
赦
員
沼
田
勇
次
郎
氏
（
琥
一
雅
）
は
、
昨
年
十
二
月
二

十
三
日
、
数
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
高
等
官
七
等
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
教
授
休
職
本
校
教
授
兼
文
部
技
師
古
宇
田
賓
氏
は
、
客
歳
十
二
月
十
九

日
、
休
職
を
命
ぜ
ら
る
。

a^
フ
ィ
〕

〇
沼
田
氏
の
佛
國
勲
章
受
領
佛
閾
西
國
政
府
は
沼
田
一
雅
氏
に
到
し
、
オ
フ

シ
ェ
ー
、
ア
カ
デ
ミ
ー
勲
章
を
贈
り
越
し
た
る
趣
に
て
、
昨
年
十
一
月
末
、
佛

國
公
使
の
手
を
紐
て
、
同
氏
は
之
を
受
領
せ
ら
れ
た
り
。
此
勲
章
は
、
佛
國
に

於
て
學
術
技
藝
に
功
努
あ
り
し
も
の
に
受
典
せ
ら
る
べ
き
勲
章
の
よ
し
。
本
校

に
在
り
て
、
創
立
以
来
、
外
國
勲
章
の
賑
典
を
受
け
た
る
人
は
、
明
治
廿
六
年

五
月
、
前
學
長
岡
倉
覺
三
氏
が
、
バ
ゞ
リ
ャ
図
王
よ
り
ハ
イ
リ
ケ
ソ
、
ミ
ッ
ハ

ュ
ル
第
二
等
勲
章
を
受
け
ら
れ
た
る
こ
と
あ
る
の
み
に
し
て
、
本
邦
美
術
家
に

あ
り
て
も
、
氏
を
も
っ
て
喘
矢
と
な
す
べ
し
と
い
ふ
。

〇
卒
業
生
の
海
外
質
業
練
習
生
拝
命
本
校
日
本
甕
科
卒
業
生
久
野
編
之
助
氏

及
錨
金
撰
科
卒
業
生
鈴
木
消
の
雨
氏
は
、
客
歳
十
一
月
二
十
八
日
付
を
以
て
、

農
商
務
省
よ
り
海
外
宜
業
練
習
生
を
命
ぜ
ら
れ
し
を
以
て
、

一
月
二
十
二
日
の

便
船
に
て
、
本
邦
を
出
狭
し
、
米
國
紐
育
へ
向
は
れ
し
と
。

0
本
校
一
覧
の
配
布
明
治
四
十
年
よ
り
同
四
十

一
年
に
至
る
本
校
一
覧
は
、

去
る
十
二
月
二
十
三
日
を
以
て
、
本
校
卒
業
生
一
般
へ
、
本
校
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

賂
付
せ
ら
れ
た
り
。

〇
卒
業
式
と
展
覧
會
本
校
第
十
七
回
卒
業
證
書
授
典
式
は
、
来
る
三
月
廿
八

日
午
前
十
時
よ
り
畢
行
す
る
こ
と
に
内
定
し
た
る
を
以
て
、
目
下
そ
れ
人
＼
準

〇
沼
田
〔
勇
次
郎
〕
教
授
の
叙
位
同
教
授
は
、
二
月
二
十
一
日
、
従
七
位
に

備
中
な
り
。
又
此
卒
業
式
に
引
績
き
て
、
廿
九
日
よ
り
四
月
三
日
迄
六
日
間
、

久
し
振
り
に
て
、
本
校
内
に
於
て
生
徒
成
績
品
展
覧
會
を
開
く
筈
に
て
、
是
亦

各
科
各
掛
に
於
て
、
計
霊
準
備
中
な
り
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
六
—
六
゜
M
•
四
一
・

三
・

ニ
六
〕

0
久
保
田
前
校
長
の
榮
轄
前
本
校
長
な
り
し
久
保
田
鼎
氏
は
、
客
歳
十
二
月

二
十
七
日
、
奈
＿
艮
帝
室
博
物
館
長
兼
京
都
＿帝
室
博
物
館
長
に
榮
轄
せ
ら
れ
、
去

る
一
月
六
日
任
地
へ
赴
か
れ
た
り
。

〇
助
手
の
任
命
圏
案
科
卒
業
生
小
場
恒
吉
氏
は
去
一
月
八
日
、
本
校
雇
を
命

ぜ
ら
れ
、
圏
案
科
助
手
申
付
け
ら
る
。

〇
職
員
の
改
名
啜
託
平
田
惣
之
助
氏
は
、

宗
幸
（
従
来
の
琥
）
と
改
名
せ
ら

れ
た
り
。

0
生
徒
募
集
と
試
瞼
本
校
豫
備
科
並
圏
霊
師
範
科
と
も
、
今
年
募
集
す
べ
き

生
徒
の
競
争
試
験
は
何
れ
も
来
る
四
月
一
日
よ
り
開
始
せ
ら
る
べ
き
筈
な
り
。

但
し
豫
備
科
は
其
志
望
の
科
に
依
り
、
募
集
人
員
に
超
過
せ
ざ
る
と
き
は
、
例

の
如
く
無
試
験
入
學
を
許
可
せ
ら
る
べ
き
な
り
。

0
岡
案
科
其
他
の
数
室
新
築
本
校
改
築
の
一
部
と
し
て
、
圏

案

科
、

金
工

科
、
錨
造
科
、
漆
工
科
並
に
闘
蜜
師
範
科
に
充
用
す
べ
き
赦
室
は
、
先
以
て
元

帝
國
園
書
館
の
敷
地
内
な
る
北
部
(
-音
楽
學
校
に
近
接
の
地
所
）
に
建
設
す
べ

き
筈
に
て
、
昨
年
束
縄
張
り
を
な
せ
し
が
、
本
年
に
入
り
て
よ
り
其
土
豪
等
の

築
造
に
取
懸
り
た
れ
ば
、
遠
か
ら
ず
銃
然
た
る
建
物
の
新
築
を
見
る
に
至
る
べ

し。
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合
成
金
屈
製
造
色
付
法

金
賜
装
飾
及
印
刻
術
（
巴
里）

獨
逸
國

石
脅
製
作
（
伯
林
）

英

國

室
内
装
飾
及
彫
刻
（
倫
敦
）

白
耳
義
図

木
材
彫
刻
（
巴
里
）

高

村

光

太

郎

山

本

久

次

郎

覚 畑

定

次

正

吉

〇
昨
年
末
現
在
の
質
業
練
習
生
本
校
卒
業
生
に
し
て
、
昨
年
末
現
在
の
、
農

商
務
省
海
外
賀
業
練
習
生
を
畢
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

佛

國

美
術
工
藝
圏
案
（
巴
里
）

錨
金
術
（
巴
里
）

圏
案
（
巴
里
）

白 前

瀧島

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
六
ー
七
゜

出

ロ

清
三
郎

交

吉

幾
之
助

M
•
四
一
・

四
・

ニ
五
〕

叙
せ
ら
れ
た
り
。

〇
故
〔
橋
本
〕
雅
邦
翁
銅
像
建
設
の
議
本
校
卒
業
生
中
に
在
り
て
、
親
し
く

翁
の
数
訓
を
承
け
た
る
諸
氏
相
謀
り
て
登
起
人
と
な
り
、
資
金
を
醸
集
し
て
、

同
翁
の
銅
像
を
本
校
内
に
建
て
、
永
く
其
功
努
を
紀
念
し
、
高
風
を
逍
さ
ん
と

の
議
起
り
、
目
下
夫
々
協
議
中
に
し
て
、
此
議
繍
ま
り
な
ば
、
學

校

に

於

て

も
、
彫
刻
、
錆
造
其
他
成
る
べ
く
便
宜
を
興
ふ
る
趣
な
れ
ば
、
不
日
趣
意
書
等

の
稜
表
配
布
を
見
る
に
至
る
べ
し
。

銅
器
陶
器
の
原
型
及
圏
案

米

國

意
匠
圏
案
（
紐
育
）

漆
器
圏
案
（
同
）

金
濁
彫
刻
及
工
業
圏
案
（
同
）

意
匠
圏
案
（
同
）

装
飾
術
（
同
）

錨
金
術
（
同
）

漆
及
漆
器
製
作
業
（
ボ
ス
ト
ン
）

清

國

圏
案
（
上
海
）

英
領
印
度

工

藝

圏

案

（

カ

ル

カ

ッ

タ

）

勝

0
第
十
七
回
の
卒
業
證
書
授
典
式
一
＿
一
月
二
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
畢
行
せ
ら

れ
た
り
。
其
の
式
場
は
會
議
室
（
元
倶
楽
部
）
を
以
て
之
に
充
て
、

一
同
着
席

す
る
や
、
正
木
校
長
は
、
昨
年
の
卒
業
式
以
後
の
本
校
に
於
け
る
沿
革
の
状
況

を
述
べ
ら
る
。
即
ち
藉
―帝
國
圏
書
館
に
本
校
文
庫
を
移
し
、
校
外
篤
志
者
に
し

て
、
相
営
の
紹
介
あ
る
も
の
に
も
、
闘
書
標
本
の
閲
覧
を
許
す
こ
と
4

な
し
、

〔き
〕

又
園
霊
師
範
科
を
新
設
し
て
、
専
門
技
術
家
と
、
圏
甕
赦
員
た
る
べ
さ
も
の
と

の
養
成
方
法
を
園
別
し
た
る
こ
と
、
並
に
本
校
改
築
の
緒
に
就
き
た
る
こ
と
等

な
り
、
夫
れ
よ
り
卒
業
生
に
順
次
卒
業
證
書
を
授
興
せ
ら
れ
、
了
り
て
更
に
卒

業
生
に
到
し
て
一
場
の
訓
示
あ
り
。
尋
で
牧
野
文
部
大
臣
は
、
起
ち
て
左
の
祝

辟
を
朗
讀
せ
ら
れ
、
之
に
次
ぎ
て
卒
業
生
穂
代
仙
石
貫
造
氏
答
辟
を
陳
べ
て
式

を
終
り
、
卒
業
生
職
員
は
例
に
よ
り
て
撮
影
を
な
し
た
る
後
、
束
賓
と
共
に
打

毛 六鈴

田 利 角

＿艮 数

雄 定

木

久

野

古
田
土

貞編
之
助消

注
多
＿艮 治

田 小

雑 川

澤

田

誠

郎知郎

五三

武

石

弘
三
郎
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賣楽秋磯黄屠春
を

果 の

翁 園

同

高

吉

自

聾

肖

像

同

齋

藤

五

百

枝

同

武大

桑藤

純直

信郎夫

自

霊

同

同

畑

自

撰
科

尾松

英
次
郎

彦

磨

暮

同

藤

野
生
司

伊

貞述提

自

霊壷

同

世

崎井古

温

泉

路

同

太

自

聾聾

肖肖肖肖肖

像像像像像

同

杉松

田

宇

所

同

久

保

多

自

同

野

内清

卒
業
生
姓
名
及
卒
業
製
作
目
録

日
本
聾
科

本

科

石

坂

武

霊盪霊聾

す
る
に
嘗
り
諸
子
の
卒
業
を
祝
し

一
言
告
く
る
あ
ら
ん
と
す

凡
そ
社
界
百
般
の
業
務
は
幾
多
の
錬
磨
工
夫
を
重
ね
て
初
め
て
其
成
功
を
見
る

に
美
術
に
至
り
て
は
畢
生
孜
々
と
し
て
之
か
研
鑽
に
従
事
す
る
に
非
れ
は
斯
道
の
狽

逹
に
資
し
世
人
の
稲
賛
を
博
す
る
こ
と
甚
た
難
し
是
れ
古
来
の
大
家
巨
匠
の
事
蹟

諸
子
や
學
校
に
在
り
て
學
理
を
究
め
技
藝
を
修
め
た
り
と
雖

に
徽
し
て
歴
然
た
り

唯
僅
か
に
斯
道
の
初
歩
を
踏
み
た
る
に
過
き
さ
る
を
以
て
自
今
盆
々
克
己
動
精
錬
磨

工
夫
を
重
ね
小
は
以
て
一
身
の
名
竪
を
掲
け
大
は
以
て
一
國
の
光
榮
を
加
へ
ん
こ
と

是
れ
本
大
臣
の
切
に
差
む
所
な
り

明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
八
日

文
部
大
臣
男
爵

牧
野
伸
顆

自 自 自 自 自

霊

自 自

主主
旱亘

自

霊

自 自

聾霊

肖肖肖肖肖肖肖肖肖肖

像像像

同

JI I 

北

元

同

島

田

繁

英夫

同

松

千

里

閂
像像像像像像像聾着査秋迦

科

同

美

林作

武

同

吉

田

同

油

井

忠

雄庖助

同

太

田

同

lJ ヽ

同

武

林藤

直

永
次
郎

喜
二
郎

本

科

中

野

修

特

漂春脊繹悩残導

戸

同

古

田

正

同

小

村閑

泰

寄
り
て
饗
應
を
受
け
、
束
賓
一
同
は
案
内
に
伴
は
れ
て
、
展
覧
會
場
を
観
覧
し

て
思
ひ
／
＼
に
退
散
し
、
二
時
頃
全
く
人
影
を
見
ざ
る
に
至
れ
り
。
其
の
卒
業

生
姓
名
等
は
左
に
記
す
所
の
如
し
。

大
臣
祝
辞

明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
八
日
東
京
美
術
學
校
第
十
七
回
卒
業
證
書
授
興
式
を
畢
行

の

同

空

同

水

島

同

lJ ヽ

林

雪

撰

科

内

山

き

同

坂

内

陽爾椋波瀧
保太之之

記助樹布郎輔助
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光か贔過

す
圏
按
科 明

同

馬

越

か

同

相牧浄矢佐相小

田

重

雄

卒
業
生
科
別
人
員

の

昔

同

土

太

四

郎

同

農豊瀕

撰
科

面

去夫年死

同 同

守藤羽

撰
科

林

定
治
郎

彦
次
郎

金
次
郎生

小
春
、
枝
垂
櫻

菊
、
撫
子

紅
葉
、
武
蔵
野

花
見
小
袖
、
上
り
人
形

百
合
花
、
歯
染

鷺
、
海
邊
の
松

金
地
紫
陽
花
蒔
箱
硯
筈

同

河笠

井

蒲

市

冬

同

石

塚

章

同

安

江

雅

勝

同

甲

谷

公

婦乾幽

人坤

のの

胸覆

像滅婉影

同

薩

野

人

嘉
平
次廣

同

井

上

同

和

田

本
科

吉

田

秀大
次
郎 男

同

高

橋

直

に
製
作
せ
り

幻

同

木

下

多

聞

漆
工
科

潮

同

小藤

田

慈

喜邑造

平仁

和

鐘

浅齋
藤

本
科
六
名
の
作
品
は
蒔
籍
地
紙
形
嵌
入
二
曲
屏
風
合
作
の
為

撰
科

作

吉

朝

彫肖肖肖肖肖肖肖肖肖
刻
露 科像像像像

本
科

川

勇

本
科

井

定

吉

自

聾聾甕甕霊霊畳叢霊

同

自

同

平宮伊高

野川藤

馨安

同 同

有小

瀬 川

自

同

直

同

鳥別

海

豊巽

卯
来
雄

自

同

田

正

同

役

一艮

民

自 自 自 自 自

像像像像像

同

久

野

同

永

同 同

富北小三

村 川

同

浦

延勝重
太

二信和雄郎重樹蔵哲

同

岡

同

仙

石

同

岸

雅貫熊

雄造 吉

千

四
枚
折
屏
風
一
雙
岡
按

婿
人
服
装
模
様
闘
按

婦
人
客
室
装
飾
圏
及
家
具
詳
細
圏
按

染
織
及
七
賓
花
瓶
圏
按

紳
士
住
宅
設
計
闘
及
各
室
建
園
按

室
内
装
飾
工
藝
品
圏
按

食
堂
装
飾
閾
按

客
室
装
飾
闘
按

貴
族
邸
宅
設
計
圏
按

錨
造
科王

同

島

題
八
立
自
の
意

本

科

古

田

立

齊次
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東
京
美
術
學
校
近
事
〔
六
ー
八
゜

科
名

日
本
聾
科

西
洋
霊
科

彫
刻
科

圏
按
科

躊
造
科

漆
工
科
縮

計

二

七

0
渡
邊
行
義
氏
の
卒
業
同
氏
は
故
障
の
た
め
、
卒
業
試
験
の
延
期
を
為
せ
し

が
、
四
月
一
日
、
錨
造
撰
科
を
卒
業
せ
ら
れ
た
り
。

0
成
績
品
展
覧
會
本
校
の
展
覧
會
は
、
去
三
月
二
十
九
日
よ
り
四
月
三
日
ま

で
開
催
せ
ら
れ
、
本
館
新
館
に
は
各
科
の
成
績
品
を
陳
列
し
、
本
館
階
下
の
一

室
並
に
文
庫
の
階
上
階
下
に
は
、
各
種
の
参
考
品
を
陳
列
せ
り
、
詳
細
の
状
況

は
更
に
記
す
る
所
あ
る
べ
し
。

0
島
田
〔
佳
突
〕
教
授
の
出
張
同
教
授
は
、
栃
木
縣
足
利
郡
敦
育
會
の
開
催

に
か
4

る
、
圏
案
講
習
會
の
講
師
と
し
て
、
四
月
二
日
よ
り
三
日
間
同
地
に
出

張
せ
ら
れ
た
り
。

0
本
校
の
新
入
學
生
本
年
四
月
よ
り
入
學
を
許
す
べ
き
豫
備
科
及
圏
聾
師
範

科
入
學
志
願
者
の
撰
抜
試
瞼
は
、
既
記
の
如
く
四
月
一
日
よ
り
施
行
し
た
る

が
、
本
校
豫
定
の
人
員
に
超
過
し
た
る
科
は
、
西
洋
甕
科
と
圏
案
科
と
に
し

て
、
西
洋
壷
科
は
豫
定
人
員
二
十
五
人
の
約
四
倍
に
上
り
、
圏
案
科
は
豫
定
人

六
四
三

M
•

四
一
・

五
・

ニ
九
〕

七
〇 七

牛

窪

拘

中

谷

宏

運

小

室

順

吉

大
坪

宗

佐
々
木
長
次
郎

413 

島

庄

吉

田

邊

孝

次

幸
崎
伊
次
郎

堀

義

金
澤
涌
三
郎

河

目

悌

鈴
木

彫
刻
科
志
願

安
部

然

保

岡

熊

彦

第8節

梅
月

石

坂

武

濱

哲

雄

酒

井

榮

之

宮

崎

定

敏

牧

野

虎

雄

及
川
〔原
〕

栗
山

誠

岡

見

富

雄

吉

村

芳

松

呉

郎

蒲

生

俊

英

在

田

調

前
山
長
次
郎

竹

村

岱

造

小
山
消
次
郎

爺

宅

錨

吉

鷹

野

僭

布

目

敏

行

遜

坪

井

玄

治

安
逹

究
治
西
洋
證
科
志
願

三
浦

＿艮
勲

小
原

消
吉

川
上
藤
田
森
山

四

郎

平

澤

文

吉

中
尾

春
雄

田

中

泰

吉

村

岡

敬

吉

伊
藤
順
一
――

船

越

謙

栗
原
多
喜
男

木
宜
谷
喬
壽

内
田
他
治
郎

兒
玉
直
之
助

樋
渡
留
太
郎

谷
本
清
太
郎

川

路

誠

佐

藤

久

米

山

根

泉

介

田

代

猶

喜

今
尾
十
一
郎

中

島

研

齋

藤

譲

石

川

廣

助

高

楢

卓

長

岡

正

夫

根

岸

庄

助

麻

畑

重

永
田

一艮
亮

柏

谷

義

九

゜
九

一
三六

七

二
五

八

撰
科六

一
四

本
科

計

光
岡

松
次
日
本
盛
科
志
願

田
鎖

秀

寺

門

祐

之

豫

備

科

入

學

者

小

泉

政

吉

員
十
人
の
二
倍
餘
に
逹
し
、
其
他
は
豫
定
人
敷
若
く
は
其
以
下
に
し
て
、
結
局

左
の
如
く
入
學
を
許
可
せ
ら
れ
、
四
月
十
三
日
よ
り
各
其
授
業
を
開
始
し
た

り
。

明治 41年



金

工

八

四

八

圏

案

二
0

1
0
 

彫 日
本
聾

西
洋
霊刻

一
四

七

七

九

ニ
八

二
七

ニ
四

二
七

ニ
四

科
名
昨
年
の

應
募
者

本
年
の

應
募
者

昨
年
の
入
本
年
の
入

學

許

可

者

學

許

可

者

昨
年
と
の
比
較

山
本

貞
治

〇
印
は
他
科
よ
り
轄
科
し
た
る
も
の
な
り
。

四
郎

0
堀

秋
成

岡
登

安
彦

中

根

孝

治

安

藤

義

茂

山

岸

貞

〔津〕

中
澤

後

藤

百

治

秋

山

任

吉
田

久

回

藤

筑
瀕
由
太
郎究

田
中

中
島
英
二
郎

今
井
伴
次
郎

野
口

渉

飯

田

文
一
義
雄

〇
湧
ロ

満

宮

澤

清

佐
藤
七
之
助

江
口

市
郎

噌
川

闘
盟
師
範
科
第
一
年

金
松

藤

芳

太

直

酒

巻

洵

〇
授
業
獨
託
圏
甕
師
範
科
に
は
習
字
を
課
す
る
こ
と
4

な
り
居
れ
る
を
以

て
、
五
月
十
三
日
其
授
業
を
岡
田
起
作
氏
に
啜
託
せ
ら
れ
た
り
。

〇
職
員
の
演
習
召
集
嘱
託
弱
田
禎
之
進
氏
は
、
五
月
二
十
一
日
よ
り
三
週

間
、
仙
豪
市
河
内
歩
兵
第
二
十
九
聯
隊
へ

、
助
教
授
石
井
吉
次
郎
氏
は
、
六
月

一
日
よ
り
三
週
間
、
近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
へ

、
書
記
増
井
兼
吉
氏
は
、
六
月
一

同 同

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
六
ー
九
゜

同

西
村

錯
造
科
志
願

敏

彦

樋

笠

岩

太

郎

漆
工
科
志
願

常

木

庄

蔵

熊
谷
洞
太
郎

梶
田

恵

瀧
川

金
工
科
志
願

磯
野

三
郎

星
山

勇

蔵

則

平
野

池
田

完

次

津

村

末

男

柴

田

費
純薫

飯
野
阪
川
松
五
郎
箕
悟

範

二

五

二

〇

計

一

八

六

―

1
0

0
生
徒
の
受
賞
工
業
所
有
櫂
保
護
協
會
に
て
、
先
頃
懸
賞
圏
案
を
募
集
せ
し

が
、
本
校
生
徒
の
中
左
の
敷
氏
選
に
上
り
た
り
と
い
ふ
。

指
輪
圏
案
壼
等
賞
（
金
五
十
園
）

圏
案
科
二
年
伊
井
蒲
之
助

瓦
期
灯
圏
案
壼
等
賞
（
金
五
十
園
）

同

科

二

年

高

橋

昇

太

郎

七
賓
引
手
圏
案
壷
等
賞
（
金
五
十
園
）

同

科

三

年

辰

巳

銀

二

圏
案
戴
等
賞
（
金
三
十
圃
）

同

科

二

年

伊

井

蒲

之

助

圏
案
参
等
賞
（
金
二
十
園
）

科

二

年

千

熊

師

一
九
三

： 一九

森
田

潔
圏
案
科
志
願

加
藤

俊

板

倉

勝

磨

岡

田

M
•
四
一
・
六
・
一
七
〕

宇
平

馨

漆錨

工

四

1
0
 

四

造

七

七
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0
正
木
校
長
の
出
張
學
校
長
正
木
直
彦
氏
は
、
本
校
の
用
務
に
て
、
五
月
十

九
日
よ
り
二
週
間
、
京
都
、
大
阪
、
奈
一
艮
の
一
―
―
市
へ
出
張
せ
ら
た
り
。

0
大
博
覧
會
評
議
員
學
校
長
正
木
直
彦
氏
は
、
六
月
六
日
、
日
本
大
博
覧
會

の
評
議
員
を
仰
付
け
ら
れ
た
り
。

0
校
友
會
文
學
部
の
講
話
會
本
校
校
友
會
文
學
部
の
催
し
に
か
4

る
講
話
會

は
、
六
月
六
日
午
後
一
時
よ
り
本
校
内
に
て
開
き
た
り
。
講
師
及
浪
題
は
島
村

抱
月
氏
の
「
文
藝
進
歩
の
方
向
」
佐
々
醒
雪
氏
の
「
楽
屋
落
ち
の
文
藝
」
に
し

て
、
午
後
四
時
散
會
せ
り
。

〇
圏
甕
数
授
法
講
習
會
本
校
内
に
事
務
所
を
設
け
あ
る
圏
齋
赦
育
會
は
、
圏

甕
教
育
に
貢
獣
す
る
の
趣
意
を
以
て
、
東
京
市
と
協
議
し
、
五
月
九
日
よ
り
六

週
間
、
毎
土
曜
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
―
―
一
時
間
づ

4
、
市
よ
り
撰
揮
せ
る
東

京
市
内
の
小
學
校
数
員
百
二
十
名
許
の
講
習
會
を
校
内
に
て
開
催
せ
り
。
其
科

目
は
小
學
校
の
圏
甕
教
授
法
に
し
て
、
講
師
は
白
濱
徴
氏
な
り
、
六
月
十
三
日

に
至
り
講
習
を
了
り
た
る
を
以
て
営
日
午
後
四
時
よ
り
會
員
百
十
九
人
に
封
し

證
明
書
授
興
式
を
行
ひ
、
正
木
〔
直
彦
〕
會
長
よ
り
證
明
書
を
授
興
し
、
東
京

市
よ
り
も
数
育
課
長
及
視
學
員
の
臨
席
あ
り
て
、
講
習
會
を
終
り
た
り
。

〇
故
橋
本
雅
邦
先
生
の
銅
像
い
よ
／
＼
本
校
卒
業
生
に
て
、
故
先
生
の
銅
像

建
設
計
聾
を
な
し
、
費
用
六
百
回
の
見
込
に
て
、
日
本
聾
科
並
に
其
他
の
科
の

閥
係
あ
り
と
認
む
る
卒
業
生
諸
氏
の
中
、
三
百
名
許
り
へ

、
稜
起
人
よ
り
趣
意

る。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
六

-
1
0。
M
•

四
一
・

七
・

十
二
〕

日
よ
り
二
週
間
、
近
術
歩
兵
第
四
聯
隊
へ

、
執
れ
も
演
習
の
た
め
召
集
せ
ら

書
を
焚
送
せ
ら
れ
た
り
。
卒
業
生
諸
氏
も
多
敷
の
こ
と
な
れ
ば
、
或
は
開
係
あ

る
人
へ
趣
意
書
稜
送
の
脱
落
も
計
ら
ざ
れ
ば
、
其
受
取
り
た
る
人
と
否
と
を
問

は
ず
、
本
校
卒
業
生
諸
氏
は
奮
っ
て
賛
助
あ
り
た
き
も
の
な
り
。
銅
像
建
設
小

規
は
左
の
如
し
。

橋
本
雅
邦
先
生
肖
像
建
設
小
規

一
、
肖
像
は
改
築
せ
ら
る
べ
き
東
京
美
術
學
校
の
構
内
に
建
設
す
べ
ぎ
こ
と

二
、
製
作
は
原
型
鎧
造
と
も
東
京
美
術
學
校
に
依
託
す
る
こ
と

――-
、
肖
像
は
三
尺
五
寸
の
胸
像
（
凡
等
身
大
）
と
し
疑
は
花
尚
石
を
用
ひ
高
凡

九
尺
と
し
装
起
人
に
於
て
相
嘗
の
設
計
を
為
す
こ
と

四
、
建
設
費
用
は
凡
金
六
百
園
と
し
計
聾
の
大
要
及
牧
支
決
算
等
は
寄
付
者
一

般
に
報
告
す
る
こ
と

五
、
寄
付
金
は
本
年
末
を
以
て
締
切
り
と
し
出
金
方
法
は
一
時
に
全
額
を
寄
付

し
或
は
敷
回
に
分
割
寄
付
し
若
く
は
月
割
寄
付
と
す
る
も
差
支
な
き
こ
と

六
、
寄
付
金
は
便
宜
上
東
京
美
術
學
校
内
屋
代
欽
三
へ
御
送
金
を
願
ふ
こ
と

七
、
寄
付
者
の
芳
名
及
金
額
は
永
久
に
催
ふ
る
方
法
を
採
る
こ
と

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
七

I
-
。

M
•
四
一
・
九

・

三
〇
〕

〇
職
員
の
動
静
其
後
の
分
左
の
如
し
。

六
月
四
日
、
数
授
高
村
光
雲
氏
は
古
社
寺
賓
物
調
査
の
た
め
、
三
週
間
滋
賀

縣
へ
出
張
せ
ら
る
。

同
月
二
十
三
日
、
数
授
白
濱
徴
、
嘱
託
小
島
憲
之
、
同
上
原
六
四
郎
、
同
岡

田
起
作
の
諸
氏
は
、
文
部
省
の
教
員
椋
定
委
員
會
臨
時
委
員
仰
付
け
ら
れ
た

り
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同
月
三
十
日
、
教
授
正
五
位
黒
田
消
輝
氏
は
、
従
四
位
に
叙
せ
ら
る
。

七
月
四
日
、
助
教
授
結
城
貞
松
氏
は
、
京
都
府
奈
一
艮
縣
へ

、
雇
小
場
恒
吉
氏

は
奈
一艮
縣
へ

、
何
れ
も
學
術
研
究
の
た
め
出
張
を
命
せ
ら
れ
た
り
。

七
月
十
七
日
、
教
授
白
濱
徽
氏
は
、
文
部
省
よ
り
、
師
範
學
校
教
授
要
目
取

調
委
員
を
嘘
託
せ
ら
れ
た
り
。

七
月
二
十
四
日
、
教
授
石
川
光
明
氏
は
、
京
都
府
及
滋
賀
縣
へ
出
張
を
命
ぜ

ら
る
。

八
月
二
十
五
日
、
嘱
託
開
保
之
助
氏
は
、
陸
軍
省
よ
り
靖
國
誹
祉
附
嘘
遊
就

館
物
品
陳
列
事
務
を
嘘
託
せ
ら
れ
、
同
時
に
同
館
整
理
委
員
を
命
ぜ
ら
る
。

九
月
九
日
、
例
に
依
り
て
各
科
卒
業
期
生
徒
、
奈
艮
京
都
等
へ
修
學
旅
行
に

付
き
、
闊
託
閥
保
之
助
、
助
数
授
玉
田
文
作
、
同
鶴
田
幾
太
郎
、
雇
中
島
新

助
の
四
氏
は
、
此
日
京
都
府
奈
一艮
縣
滋
賀
縣
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

0
教
授
助
赦
授
の
任
免

日
本
畳
科
に
於
け
る
赦
授
荒
木
寛
畝
、
同
下
村
睛
三

郎
の
雨
氏
は
、
八
月
二
十
九
日
何
れ
も
依
願
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
小
堀
鞘
昔
氏

は
、
同
科
櫓
任
と
し
て
同
日
数
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
高
等
官
七
等
に
叙
せ
ら
れ
、

松
岡
輝
夫
氏
は
、
九
月
八
日
、
同
科
揃
任
の
助
赦
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
揺
井
信
之

進
（
琥
江
亭
）
氏
は
九
月
十
六
日
、
同
科
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
高
等
官
七
等
に

叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
本
校
内
に
於
け
る
諧
習
會
文
部
省
に
て
は
例
年
の
如
く
本
年
夏
期
を
利
用

し
、
本
校
を
以
て
會
場
と
し
、
圏
書
館
に
開
す
る
事
項
の
講
習
會
を
開
催
し
た

り
。
開
期
は
七
月
二
十
五
日
よ
り
二
週
間
、
講
師
は
帝
國
圏
書
館
長
田
中
稲

城
、
文
部
技
師
久
留
正
道
の
雨
氏
な
り
き
。

0
特
待
生
選
定
本
校
規
則
第
二
十
七
條
に
よ
り
本
年
九
月
以
降
一
學
年
間
の

特
待
生
と
し
て
、
左
の
諸
氏
選
定
せ
ら
れ
た
り
。

田
中

福
島
外
喜
雄
（
日
一
）

吉
田
清
二
（
日
三
）

竹
田
豊
太
郎
（
日
四
）

大
野
隆
徳
（
西
二
）

金
山

平
―
―
-
（
西
四
）

順
顕
（
圏
一
）

飯
田
徳
三
郎
（
圏
三
）

加
藤
卓
爾
（
圏
四
）

北
原
千
〔
配
（
金
二
）

香
川
源
四
郎
（
漆
一
）

姓
名
の
下
の
（
日
一
）
は
日
本
聾
科
第
一
年
を
示
し
、
級
別
は
去
六
月
の

學
年
試
験
の
際
に
依
る
、
以
下
之
に
倣
ふ
。

〇
精
勤
賞
状
授
典
本
校
に
て
は
、
前
學
年
中
學
業
を
精
勘
し
た
る
左
の
諸
氏

へ
、
精
勤
賞
朕
を
授
典
せ
ら
れ
た
り
。

森
山
駿
三
郎
（
日
撰
二
）

和
田

＿
艮
（
西
三
）

新
田
藤
太
郎
（
彫
一
）

直
伍
（
彫
撰
三
）

井
上
飯
田
徳
三
郎
（
圏
三
）

原
田
縫
吉
（
金
撰
三
）

時
岡
鐵
次
郎
（
躊
撰
二
）

高
中

田
邊
加
藤

秀
男
（
日
二
）

敬
事
（
日
四
）

港
人
（
西
一
）

至
（
西
三
）

孝
三
（
彫
一
）

正
雄
（
圏
二
）

守
（
岡
四
）

恕
（
金
一
）

誹
谷
甚
一
郎
（
金
四
）

寺
島

楠
本
香
川
神
津
田
邊
加
藤
、

ー）
 

一

9
,
 
日
吉

至
（
西
―
―
-
）

評
兒
（
西
三
）

吉
明
（
漆
一
）

木

原

茂

（

彫

撰

一

）

牧
野
園
助
（
彫
撰
三
）

紳
矢
数
親
（
金
一
）

紳
谷
甚
一
郎
（
金
四
）

三
野

木

村

清

（

漆

二

）

文

助

（

漆

四

）

〇
豫
備
科
修
了
者
本
年
四
月
入
學
の
豫
備
科
生
徒
に
し
て
、
去
七
月
の
終
了

試
験
に
合
格
し
、
九
月
十
一
日
よ
り
各
本
科
へ
入
學
を
許
さ
れ
た
る
諸
氏
は
左
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廣
川
松
五
郎

小
室

順
吉

大
坪

圏
按
科
（
十

一
人
）

森
田

潔

板

倉

勝

磨

岡

田

馨

宗

中

谷

宏

運

幸
崎
伊
次
郎同

科
木
彫
部
（
三
人
）

佐
々
木
長
次
郎

田

邊

孝

次

安

郡

然

保

岡

熊

彦

誠

安

逹

賢

治

桐

樋

渡

留

太

郎

呉

郎

石

坂

武

一

彫
刻
科
塑
造
部
（
九
人
）

義

二

谷

本

浦

太

郎

後
七
時
半
新
橋
を
登
し
、
奈
一
艮
縣
下
よ
り
京
都
府
下
滋
賀
縣
下
へ
向
ひ
て
修
學

旅
行
の
途
に
上
り
た
り
。

0
白
濱
〔
徴
〕
島
田
〔
佳
突
〕
雨
教
授
の
出
張

習
會
に
招
聘
せ
ら
れ
た
る
が
、
白
濱
教
授
は
圏
聾
教
授
法
の
講
習
の
た
め
に
、

〔
幾
太
郎
〕
の
雨
助
教
授
、
屈
河
合
新
助
の
諸
氏
付
き
添
ひ
、
九
月
十
四
日
午

堀

島

庄

吉

前
山
長
次
郎
文
吉
虎
雄
悌
二

中
尾

日
本
聾
科
（
十
九
人
）

艮

亮

今

尾

十

一

郎

政

吉

柏

谷

義

一

謙

村

岡

敬

吉

猶

喜

中

島

研

重

佐

藤

久

米

西
洋
盪
科
（
三
十
人
）

春
雄
玄
治
榮
之
敏
行
俊
英

金
澤
蒲
三
郎

0
生
徒
の
懸
賞
闘
案
受
賞

圏
案
科
卒
業
期
生
徒
番
匠
勇
作
氏
は
、
去
七
月
日

本
圏
案
會
の
呉
服
装
飾
用
札
紙
懸
賞
圏
案
の
一
等
賞
（
賞
金
二
十
園
）
に
嘗
選

し
た
り
と
。

〇
各
科
卒
業
期
生
徒
修
學
旅
行

は
。
學
術
怖
地
研
究
の
た
め
、
開
〔
保
之
助
〕
諧
師
、

例
に
よ
り
本
校
各
科
卒
業
期
生
徒
二
十
九
人

及
川
栗
原
在
田

小

山

浦

次

郎

底

野

螢

竹

村

岱

造

川
上

四

郎

鈴
木

梅
月

蒲
生

牧
野
河
目

布
目
酒
井

平
澤

坪
井

森
山
小
原
三
宅
吉
村

清
吉
錨
吉
芳
松

哲
雄
定
敏

箪

田

中

泰

吉

兒
玉
直
之
助

三
浦
一
艮
勲

藤

田

遜

濱宮
崎

増
川

金

松

酒

巻

洵

〔
月
報
第
六
巻
第
八
号
で
は
江
口
市
郎
〕

江
川

市

郎

〇
撰
科
入
學
試
験
本
年
募
集
し
た
る
撰
科
は
、
日
本
霊
撰
科
に
六
人
、
彫
刻

撰
科
塑
造
部
に
四
人
、
同
科
木
彫
部
に
三
人
、
同
科
牙
彫
部
に
三
人
、
金
工
撰

科
に
一
二
人
、
漆
工
撰
科
に
四
人
に
し
て
、
何
れ
も
去
る
七
月
の
官
報
に
廣
告
せ

ら
れ
た
る
が
、
其
入
學
試
験
は
九
月
十
四
日
よ
り
施
行
せ
ら
る
。

麻
畑

小
泉
船
越
田
代

卓
一
松
次

川

路

誠

田

鎖

秀

木
賀
谷
喬
壽

高
橋
光
岡

順

栗
原
多
喜
男

根

岸

庄

助

伊
藤

節8
 
第

雨
教
授
は
今
夏
季
各
地
の
講

7ー4
 

常
木
星
山

勇
蔵錨
造
科
（
三
人
）

庄

蔵

樋

笠

岩

太

郎

漆
工
科
（
四
人
）

永
田

の
如
し
。

内
田
他
治
郎

柴
田
飯
野

貴

純

加

藤

俊

員

悟

平

野

薫

金
工
科
（
三
人
）

磯
野

テ
郎

藤
芳

太
直

西

村

敏

彦

熊
谷
清
太
郎

玉
田
〔
文
作
〕
鶴
田

津

村

末

男

瀧

川

梶

田

恵

"＂J 
一
貝

明治 41年



井
上
白

氏
左
の
如
し
。

日
本
甕
撰
科
（
受
瞼
者
二
十
一
人
）

内

藤

敬

三

郎

中

村

恒

吉

鈴

木

六

三

郎

山
田
龍

太

郎

上

林

重

徳

朴

鎮

榮

西
洋
聾
撰
科
（
特
別
詮
議
）

常

齢

陳

之

胴

野

元

彫
刻
撰
科
塑
造
部
（
受
瞼
者
七
人
）

久

次

渡

邊

信

助

山
本

豊

藤

田

祖

久

第
一
年

， 
ノ‘

一
九

七

義
雄

太

田

輻

蔵

大
坂
市
、
福
岡
縣
折
尾
村
、
同
縣
久
留
米
市
、
大
分
縣
大
分
町、

香
川
縣
綾
歌

郡
坂
出
町
、
宮
城
縣
玉
造
郡
温
泉
村
等
へ

、
島
田
教
授
は
岡
案
及
工
藝
品
製
作

上
の
講
習
の
た
め
に
、
山
形
縣
、
秋
田
縣
へ
出
張
せ
ら
る
。

0
夏
季
休
業
中
の
職
員
動
静
夏
季
休
業
中
旅
行
せ
ら
れ
た
る
諸
氏
を
畢
ぐ
れ

ば
、
和
田
英
作
氏
は
静
岡
縣
の
江
尻
町
に
五
週
間
許
り
滞
在
、
寺
崎
廣
業
氏
は

鎌
倉
長
谷
に
滞
在
、
上
原
六
四
郎
氏
は
韓
國
京
城
へ
、
海
野
美
盛
氏
は
茨
城
縣

〔
造
〕

磯
濱
へ

、
乙
竹
岩
蔵
氏
は
郷
里
な
る
三
重
縣
伊
賀
國
上
野
町
へ

、
弱
田
禎
之
進

氏
は
茨
城
千
葉
雨
縣
下
へ

、
川
端
玉
章
氏
は
鎌
倉
の
別
荘
へ

、
大
村
西
崖
氏
は

〔
治
〕

九
州
地
方
へ
、
竹
内
久
一
中
村
勝
次
郎
雨
氏
は
相
馬
地
方
へ
、
白
山
松
哉
氏
は

〔
マ
マ
〕

伊
豆
修
善
寺
へ

、
黒
田
〔
清
輝
〕
久
留
米
〔
久
米
桂
一
郎
〕
岩
村
透
の
三
氏
は

新
潟
縣
よ
り
山
形
秋
田
の
雨
縣
下
へ
旅
行
せ
ら
れ
た
り
と
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
七
ー
ニ
。

M
•

四
一
•

1
0
・

ニ
七
〕

〇
撰
科
生
の
入
學
本
校
に
於
て
は
前
琥
所
報
の
如
く
九
月
十
四
日
よ
り
、
各

撰
科
の
入
學
試
験
を
施
行
せ
ら
れ
た
る
が
、
そ
の
結
果
入
學
を
許
さ
れ
た
る
諸

學
年

同
科
木
彫
部
（
受
瞼
者
一
人
）

志

摩

鶴

二

同
科
牙
彫
部
（
受
瞼
者
二
人
）

佐

瀬

芳

之

助

橋

本

武

夫

金
工
撰
科
（
受
験
者
二
人
）

能

守

安

太

郎

水

沼

静

漆
工
撰
科
（
受
験
者
一
人
）

溝
淵
好
三
郎

上
記
の
内
「
朴
鎮
榮
」
は
朝
鮮
國
人
、

も
支
那
人
な
り
。

0
日
本
霊
科
教
授
法
の
改
正
本
校
日
本
甕
科
の
教
授
荒
木
寛
畝
、
下
村
観
山

の
雨
氏
去
り
て
更
に
教
授
と
し
て
は
、
小
堀
鞘
昔
、
福
井
江
亭
の
雨
氏
助
赦

授
と
し
て
は
、
松
岡
輝
夫
氏
の
入
る
あ
り
し
は
、
前
琥
所
報
の
如
く
な
る
が
、

正
木
〔
直
彦
〕
校
長
は
此
際
日
本
齋
科
の
教
授
法
を
改
正
し
、
従
来
本
館
新
館

の
二
赦
室
に
分
ち
て
教
授
し
た
り
し
を
、
更
に
一
―
―
赦
室
に
分
ち
、
第
一
赦
室
は

〔マ

マ〕

川
端
〔
玉
章
〕
数
授
。
福
井
教
授
の
揃
任
と
し
、
第
二
数
室
は
寺
崎
教
授
、
結

城
助
教
授
の
握
任
と
し
、
第
三
赦
室
は
小
堀
教
授
、
松
岡
助
教
授
の
掠
任
と

し
、
各
受
持
敦
員
の
流
派
を
土
疑
と
し
て
修
學
稜
展
に
努
め
し
む
る
こ
と
4

な

せ
り
。
而
し
て
猶
将
来
に
在
り
て
は
、
同
科
に
於
て
は
、
時
々
一
般
の
競
技
を

な
さ
し
め
、
技
術
の
優
等
な
る
も
の
は
瑕
令
五
ヶ
年
の
年
限
を
紐
ざ
る
も
卒
業

せ
し
む
る
の
規
定
を
見
る
こ
と
あ
る
べ
し
と
い
ふ
。
今
前
記
一
―
―
数
室
に
志
願
し

た
る
生
徒
の
監
別
人
員
を
畢
ぐ
れ
ば
、
左
の
如
し
。

第

一

赦

室

第

二

赦

室

第

三

赦

室

三計

「
白
常
齢
」
及
「
陳
之
胴
」
は
何
れ
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第
二
年

第
三
年

第
四
年

卒
業
期

研

究

科

四

計

一

〇

六

0
本
校
設
置
紀
念
式
本
校
創
立
満
二
十
年
の
紀
念
式
は
例
の
如
く
十
月
四
日

學
行
せ
ら
れ
た
り
。
式
場
は
會
議
室
（
元
校
友
會
倶
楽
部
）
に
し
て
、

正
木

〔
直
彦
〕
校
長
は
演
壇
に
立
ち
て
式
辟
を
述
べ
ら
れ
、
又
本
校
生
徒
た
る
も
の

は
、
時
流
を
逐
は
ず
、
専
心
修
養
を
怠
る
べ
か
ら
ざ
る
旨
を
説
か
れ
、
次
て
高

村
〔
光
雲
〕
教
授
は
本
校
創
立
嘗
時
の
状
況
の
一
班
を
語
ら
れ
、
餘
興
と
し
て

〔之〕

松
林
伯
知
の
柳
生
但
馬
守
の
一
節
と
、
近
藤
登
の
助
の
紺
事
の
講
談
一
席
あ
り

て
後
、
午
餐
を
喫
し
て
暫
時
休
憩
し
、
そ
れ
よ
り
薩
摩
琵
琶
の
名
手
永
田
錦
心

の
小
督
及
那
須
典
一
の
二
曲
あ
り
。
時
既
に
三
時
な
り
し
か
ば
一
同
退
散
せ

り
。
聞
く
所
に
よ
れ
ば
営
日
卒
業
生
諸
氏
の
来
會
者
は
例
年
に
倍
加
し
た
り
と

い
ふ
、

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
七
ー
四
゜

0
古
宇
田
教
授
の
除
隊
昨
年
入
螢
せ
し
休
職
古
宇
田
〔
実
〕
教
授
は
、
先
頃

来
久
し
く
病
氣
の
た
め
療
養
中
な
り
し
が
、
遂
に
十
一
月
末
病
氣
の
故
を
以

て
、
現
役
を
免
せ
ら
れ
除
隊
せ
ら
れ
た
り
。

0
新
築
工
事
の
進
捗
文
庫
の
北
側
に
新
築
中
な
る
圏
案
科
、
金
工
科
、

錨
造

科
、
漆
工
科
、
及
化
學
数
室
の
工
事
は
、
先
頃
来
漸
次
に
捗
り
て
、
目
下
既
に

一
七

五

M
•
四
一
・
十
ニ
・

ニ
四
〕

二
七

00  

1
0
 

七

九

八

゜
八

九

一
七

四

四

一
九

柱
建
を
了
り
た
れ
ば
、
順
次
に
内
部
の
造
作
に
も
及
ぽ
す
べ
く
、
室
内
に
於
け

る
水
道
瓦
斯
の
取
付
等
の
協
議
も
済
み
た
る
由
な
れ
ば
、
来
年
四
月
花
咲
頃
に

は
竣
成
す
べ
し
と
い
ふ
。
其
新
築
赦
室
は
二
棟
よ
り
成
り
、

一
は
凹
字
形
を
な

し
て
文
庫
の
東
北
に
建
つ
を
、
圏
案
、
金
工
、
錨
造
、
漆
工
諸
科
の
数
室
と

し
、
そ
の
階
上
階
下
を
各
科
に
配
営
す
。

一
は
文
庫
の
西
北
に
建
ち
、
く
の
字

形
を
な
す
、
こ
れ
を
化
學
赦
室
と
し
、
應
用
化
學
に
闘
す
る
設
備
は
い
ふ
に
及

ば
ず
、
窯
員
室
、
製
版
室
を
も
兼
備
せ
り
。
又
此
新
策
敦
室
に
し
て
落
成
せ

ば
、
一
と
先
づ
そ
の
常
該
各
科
と
、
日
本
驚
、
西
洋
盟
、
彫
刻
の
一
部
を
も
併

せ
て
此
に
移
し
、
従
来
の
本
館
新
館
及
彫
金
漆
工
等
の
数
室
を
取
毀
ち
て
、
目

下
の
エ
藝
科
の
虞
と
そ
の
前
の
廣
場
に
か
け
て
、
日
本
霊
、
西
洋
聾
、
彫
刻
科

の
数
室
を
改
築
す
る
こ
と
4

な
る
繹
な
り
と
い
ふ
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
七
ー
五
゜

0
正
木
校
長
の
叙
勲
本
校
長
正
木
直
彦
氏
は
、
客
年
十
二
月
二
十
五
日
付
を

以
て
、
勲
四
等
に
叙
せ
ら
れ
、
瑞
賓
章
を
授
け
ら
る
。

0
小
堀
教
授
の
叙
位
教
授
小
堀
靭
―ヰ日
氏
は
、
十
二
月
十
一
日
、
従
七
位
に
叙

せ
ら
る
。

0
文
部
省
委
員
の
任
免

〇
授
業
始
式

一
月
八
日
午
前
十
時
よ
り
授
業

M
•
四
ニ
・

一
・

三
一
〕

教
授
白
濱
徽
氏
は
、
十
二
月
十
四
日
、
文
部
省
の
師

範
學
校
赦
授
要
目
取
調
委
員
嘱
託
を
解
か
れ
、
同
日
、
文
郡
省
視
學
委
員
を
命

ぜ
ら
れ
た
り
。

0
本
校
成
績
品
展
覧
會
本
校
に
て
は
本
年
三
月
廿
八
九
日
頃
よ
り
四
月
へ
か

け
て
一
週
間
、
各
科
成
績
品
展
覧
會
を
開
く
筈
な
り
。

本
校
に
於
て
は
例
年
の
如
く
、
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用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
度
よ
り
文
部
省
は
本
校
の
大
規
模
な

関

連

事

項

帝
国
図
書
館
敷
地
・
建
物
移
管

明
治
四
十
一
年
三
月
、
隣
接
す
る
帝
国
図
書
館
敷
地
の
う
ち
本
校
敷
地
に
喰

込
ん
で
い
た
部
分
三
七

0
0坪
と
建
物
三
棟
（
煉
瓦
造
り
一
二
階
建
倉
瓶
、
木
造
二
階

建
閲
覧
室
、
煉
瓦
造
り
二
階
建
倉
庫
）
が
本
校
所
管
に
移
さ
れ
た
。
建
物
の
方
は

既
に
同
三
十
九
年
五
月
に
本
校
が
帝
国
図
書
館
よ
り
借
用
し
、
文
庫
と
し
て
使

①
 

始
め
の
式
を
行
ふ
。
式
は
御
影
奉
拝
に
始
ま
り
、

勅
語
並
に
昨
年
十
一
月

に
下
し
賜
ひ
た
る
詔
勅
を
捧
讀
し
、
次
で
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
は
、

詔
勅
の
旨
を
鉢
し
て
、
職
員
生
徒
は
勤
倹
自
ら
持
し
、
自
張
已
ま
ざ
る
の
覺
悟

を
以
て
此
新
年
を
迎
へ

、
奮
勘
努
力
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
旨
、
告
辟
を
述
べ
ら

れ
、

雨
陛
下
の
萬
歳
を
一
―
―
唱
し
て
式
を
終
り
た
り
。

〇
職
員
の
送
迎
會
本
校
職
員
一
同
は
、
曹
服
十
二
月
十
九
日
を
以
て
、

荒
木

〔
寛
畝
〕
、
下
村
〔
観
山
〕
、
辻
村
〔
延
太
郎
〕
の
三
数
授
及
藤
本
〔
万
作
〕
隅

託
敦
員
の
先
般
引
退
せ
ら
れ
た
る
と
、
古
宇
田

〔
実
〕
休
職
教
授
の
退
螢
せ
ら

れ
た
る
と
に
依
り
、
そ
の
送
迎
會
を
催
し
兼
て
忘
年
會
を
開
き
た
り
、
場
所
は

公
園
内
常
盤
華
壇
に
し
て
、
會
す
る
も
の
五
十
名
許
り
な
り
し
と
い
ふ
。

0
本
校

一
覧
の
配
付
本
校
一
覧
は
奮
冬
そ
れ
ぞ
れ
配
付
の
都
合
な
り
し
も
、

印
刷
問
に
合
は
ず
、
此
程
に
至
り
て
漸
く
出
来
せ
し
を
以
て
、
例
に
依
り
て
本

月
下
旬
に
は
卒
業
生
一
般
に
配
付
せ
ら
る
べ
し
。

〇
職
員
の
義
捐
先
般
伊
太
利
に
於
け
る
震
災
の
惨
朕
救
助
に
充
つ
る
た
め
、

本
校
職
員
諸
氏
は
相
謀
り
、
金
賦
拾
五
圃
を
醜
金
し
て
救
演
金
の
中
に
納
付
し

た
り
と
い
ふ
。

新
館
〔
下
村
観
山
、
鶴
田
機
水
指
導
の
新
館
教
室
〕
の
作
品
は
、
窯
生
、
臨

②
 

改
築
計
画
に
着
手
し
て
お
り
、
こ
れ
と
の
関
連
で
敷
地
の
移
管
が
行
わ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

成
績
品
展
覧
会

明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
九
日
、
即
ち
卒
業
式
の
翌
日
よ
り
四
月
三
日
ま
で

校
内
で
成
績
品
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
一
般
公
開
は
明
治
三
十
五
年
以
来
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
展
示
物
は
日
本
画
科
生
徒
の
乎
常
成
績
（
写
生
、
臨
画
、
新
案
）
と

卒
業
製
作
お
よ
び
四
教
授
の
作
品
、
西
洋
画
科
の
三
、
四
年
生
の
平
常
成
績

（
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
静
物
画
）
と
一

、
二
年
生
の
平
常
成
績
（
木
炭
画
、
静
物
画
）
、
卒

業
期
制
作
（
随
意
題
）
、
卒
業
制
作
（
自
画
像
）
、
彫
刻
科
、
図
案
科
、
金
工
科
、

鋳
造
科
の
平
常
成
績
と
卒
業
制
作
お
よ
び
参
考
品
、
図
画
師
範
科
の
図
画
、
手

工
作
品
（
木
炭
画
、
鉛
筆
画
、
毛
筆
画
、
粘
土
細
工
、
造
花
）
お
よ
び
「
教
育
的
作

品」
、
参
考
品
（
旧
教
官
作
品
、
明
治
二
十
六
年
S
同
四
十
年
彫
刻
科
卒
業
制
作
、
現
職

彫
刻
教
官
作
品
、
本
校
所
蔵
古
美
術
品
、
住
友
家
依
隅
大
阪
図
書
館
青
銅
額
）
等
：
々
で

こ
れ
ら
が
本
館
、
新
館
、
文
庫
閲
覧
室
お
よ
び
書
庫
に
陳
列
さ
れ
た
。
成
績
品

の
出
品
は
六
百
四
十
五
点
で
、
そ
の
う
ち
の
三
十
七
点
が
売
約
と
な
り
、
ま
た
、

各
科
の
即
売
所
（
絵
葉
書
、
風
呂
敷
、
手
拭
、
ハ
ン
カ
チ
、
石
脅
品
、
装
飾
兼
実
用
品
）

で
は
絵
葉
書
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
総
入
場
者
数
は
一
万
三
千
四
百
四
十
四

人
。
一
日
平
均
二
千
二
百
三
十
五
人
の
入
場
が
あ
っ
た
。

こ
の
展
覧
会
で
特
に
一
般
の
関
心
を
惹
い
た
の
は
日
本
画
科
と
設
置
後
六
ケ

月
た
っ
た
図
画
師
範
科
で
、
前
者
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月

報
』
第
六
巻
第
八
号
所
載
「
我
校
の
成
績
展
覧
会
」
中
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
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